
(57)【要約】

【課題】　向上したキャリアセンシング方法を利用した

無線LAN通信方法及び通信装置を提供すること。

【解決手段】　本発明の無線ＬＡＮ通信方法は、受信ス

テーションがMIMOフレームを受信する段階と、前記受信

ステーションが前記受信されたMIMOフレームにエラーが

存在するかどうかをチェックすると共に受信者をチェッ

クする段階と、前記受信されたMIMOフレームにエラーが

なくて、受信者が自分の場合に前記受信ステーションが

SISO ACKフレームを生成する段階と、前記SISO ACKフレ

ームを、前記MIMOフレームを送った送信ステーションに

送る段階と、を含む。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 受 信 ス テ ー シ ョ ン が MIMOフ レ ー ム を 受 信 す る 段 階 と 、 前 記 受 信 ス テ ー シ ョ ン が 前 記 受 信
さ れ た MIMOフ レ ー ム に エ ラ ー が 存 在 す る か ど う か を チ ェ ッ ク す る と 共 に 受 信 者 を チ ェ ッ ク
す る 段 階 と 、 前 記 受 信 さ れ た MIMOフ レ ー ム に エ ラ ー が な く て 、 受 信 者 が 自 分 の 場 合 に 前 記
受 信 ス テ ー シ ョ ン が SISO ACKフ レ ー ム を 生 成 す る 段 階 と 、 前 記 SISO ACKフ レ ー ム を 、 前 記
MIMOフ レ ー ム を 送 っ た 送 信 ス テ ー シ ョ ン に 送 る 段 階 と 、 を 含 む 無 線 LAN通 信 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 受 信 さ れ た MIMOフ レ ー ム は 複 数 の PLCPプ リ ア ン ブ ル と シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド 及 び デ ー
タ フ ィ ー ル ド を 含 み 、 前 記 シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド は 一 番 目 の PLCPプ リ ア ン ブ ル の 後 に 続 く 請
求 項 1に 記 載 の 無 線 LAN通 信 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 デ ー タ フ ィ ー ル ド は 前 記 MIMOフ レ ー ム で 、 前 記 シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド の 後 に 続 く 部 分
の 長 さ を バ イ ト に 換 算 し た 情 報 を 含 む 請 求 項 2に 記 載 の 無 線 LAN通 信 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 送 信 ス テ ー シ ョ ン が MIMOフ レ ー ム を 生 成 す る 段 階 と 、 前 記 送 信 ス テ ー シ ョ ン が 前 記 生 成
さ れ た MIMOフ レ ー ム を 受 信 ス テ ー シ ョ ン に 送 る 段 階 と 、 前 記 MIMOフ レ ー ム に 応 答 し て 前 記
受 信 ス テ ー シ ョ ン が 送 っ た SISO ACKフ レ ー ム を 受 信 す る 段 階 と 、 を 含 む 無 線 LAN通 信 方 法
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 生 成 さ れ た MIMOフ レ ー ム は 複 数 の PLCPプ リ ア ン ブ ル と シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド 及 び デ ー
タ フ ィ ー ル ド を 含 み 、 前 記 シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド は 一 番 目 の PLCPプ リ ア ン ブ ル の 後 に 続 く 請
求 項 4に 記 載 の 無 線 LAN通 信 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 デ ー タ フ ィ ー ル ド は 前 記 生 成 さ れ た MIMOフ レ ー ム で 、 前 記 シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド の 後
に 続 く 部 分 の 長 さ を バ イ ト に 換 算 し た 情 報 を 含 む 請 求 項 5に 記 載 の 無 線 LAN通 信 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 送 信 ス テ ー シ ョ ン が MACフ レ ー ム に 対 す る フ レ ー ム の 送 信 方 式 を 選 択 す る 段 階 と 、 前 記
送 信 ス テ ー シ ョ ン が 、 前 記 送 信 方 式 が MIMOの 場 合 に 前 記 MACフ レ ー ム か ら MIMOフ レ ー ム を
生 成 し 、 前 記 送 信 方 式 が SISOの 場 合 に 前 記 MACフ レ ー ム か ら SISOフ レ ー ム を 生 成 す る 段 階
と 、 前 記 送 信 ス テ ー シ ョ ン が 前 記 選 択 さ れ た 送 信 方 式 に よ っ て 生 成 さ れ た フ レ ー ム を 送 る
段 階 と 、 を 含 む 無 線 LAN通 信 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 送 信 方 式 を 選 択 す る 段 階 で 前 記 MACフ レ ー ム の 送 信 方 式 を 選 択 す る 基 準 は 、 前 記 MAC
フ レ ー ム の 長 さ で あ る 請 求 項 7に 記 載 の 無 線 LAN通 信 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 送 信 方 式 を 選 択 す る 段 階 で 前 記 MACフ レ ー ム が ブ ロ ー ド ・ キ ャ ス テ ィ ン グ ま た は マ
ル チ ・ キ ャ ス テ ィ ン グ さ れ る フ レ ー ム の 場 合 、 前 記 MACフ レ ー ム の 送 信 方 式 を SISO方 式 に
選 択 す る 請 求 項 7に 記 載 の 無 線 LAN通 信 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 送 信 方 式 を 選 択 す る 段 階 で 前 記 MACフ レ ー ム が 管 理 フ レ ー ム ま た は 制 御 フ レ ー ム イ
ン の 場 合 、 前 記 MACフ レ ー ム の 送 信 方 式 を SISO方 式 に 選 択 す る 請 求 項 7に 記 載 の 無 線 LAN通
信 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 無 線 媒 体 を 通 じ て 送 信 さ れ る MIMOフ レ ー ム を 受 信 し て 前 記 受 信 さ れ た MIMOフ レ ー ム か ら
MACフ レ ー ム を 得 る 物 理 層 と 、 前 記 MACフ レ ー ム に エ ラ ー が 存 在 す る か ど う か を チ ェ ッ ク す
る と 共 に 受 信 者 を チ ェ ッ ク し て 、 エ ラ ー が な く 、 受 信 者 が 自 分 の 場 合 に 前 記 MACフ レ ー ム
に 対 す る ACKフ レ ー ム を 生 成 し て 前 記 物 理 層 に 提 供 す る MACを 含 み 、 前 記 物 理 層 は 前 記 ACK
フ レ ー ム か ら SISO ACKフ レ ー ム を 生 成 し て 前 記 無 線 媒 体 を 通 じ て 送 る ス テ ー シ ョ ン 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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　 MACフ レ ー ム を 生 成 し 、 前 記 生 成 さ れ た MACフ レ ー ム の 送 信 方 式 を 選 択 す る MACと 、 前 記
選 択 さ れ た 送 信 方 式 に よ っ て 前 記 MACフ レ ー ム か ら MIMOフ レ ー ム ま た は SISOフ レ ー ム を 生
成 し 、 前 記 生 成 さ れ た MIMOフ レ ー ム ま た は SISOフ レ ー ム を 無 線 媒 体 で 送 る 物 理 層 を 含 む ス
テ ー シ ョ ン 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 MACは 前 記 MACフ レ ー ム の 長 さ に よ っ て 前 記 MACフ レ ー ム の 送 信 方 法 を 選 択 す る 請 求
項 12に 記 載 の ス テ ー シ ョ ン 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 MACは 前 記 MACフ レ ー ム が ブ ロ ー ド ・ キ ャ ス テ ィ ン グ ま た は マ ル チ ・ キ ャ ス テ ィ ン グ
さ れ る フ レ ー ム の 場 合 、 前 記 MACフ レ ー ム の 送 信 方 式 を SISO方 式 に 選 択 す る 請 求 項 12に 記
載 の ス テ ー シ ョ ン 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 MACは 前 記 MACフ レ ー ム が 管 理 フ レ ー ム ま た は 制 御 フ レ ー ム イ ン の 場 合 、 前 記 MACフ
レ ー ム の 送 信 方 式 を SISO方 式 に 選 択 す る 請 求 項 12に 記 載 の ス テ ー シ ョ ン 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 受 信 ス テ ー シ ョ ン が MIMOフ レ ー ム を 受 信 す る 段 階 と 、 前 記 受 信 ス テ ー シ ョ ン が 、 前 記 受
信 さ れ た MIMOフ レ ー ム に エ ラ ー が 存 在 す る か ど う か を チ ェ ッ ク す る と 共 に 受 信 者 を チ ェ ッ
ク す る 段 階 と 、 前 記 受 信 さ れ た MIMOフ レ ー ム に エ ラ ー が な く 、 受 信 者 が 自 分 の 場 合 に 前 記
受 信 ス テ ー シ ョ ン が SISO ACKフ レ ー ム を 生 成 す る 段 階 と 、 前 記 SISO ACKフ レ ー ム を 、 前 記
MIMOフ レ ー ム を 送 っ た 送 信 ス テ ー シ ョ ン に 送 る 段 階 と 、 を 含 む 無 線 LAN通 信 方 法 を コ ン ピ
ュ ー タ ー で 実 行 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 送 信 ス テ ー シ ョ ン が MIMOフ レ ー ム を 生 成 す る 段 階 と 、 前 記 送 信 ス テ ー シ ョ ン が 前 記 生 成
さ れ た MIMOフ レ ー ム を 受 信 ス テ ー シ ョ ン に 送 る 段 階 と 、 前 記 MIMOフ レ ー ム に 応 答 し て 前 記
受 信 ス テ ー シ ョ ン が 送 っ た SISO ACKフ レ ー ム を 受 信 す る 段 階 と 、 を 含 む 無 線 LAN通 信 方 法
を コ ン ピ ュ ー タ ー で 実 行 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 送 信 ス テ ー シ ョ ン が MACフ レ ー ム に 対 す る フ レ ー ム の 送 信 方 式 を 選 択 す る 段 階 と 、 前 記
送 信 ス テ ー シ ョ ン が 、 前 記 送 信 方 式 が MIMOの 場 合 に 前 記 MACフ レ ー ム か ら MIMOフ レ ー ム を
生 成 し 、 前 記 送 信 方 式 が SISOの 場 合 に 前 記 MACフ レ ー ム か ら SISO フ レ ー ム を 生 成 す る 段 階
と 、 前 記 送 信 ス テ ー シ ョ ン が 前 記 選 択 さ れ た 送 信 方 式 に よ っ て 生 成 さ れ た フ レ ー ム を 送 る
段 階 と 、 を 含 む 無 線 LAN通 信 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ ー で 実 行 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム を 記 録
し た 記 録 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 無 線 LAN通 信 に 関 す る こ と で 、 よ り 詳 細 に は 向 上 し た キ ャ リ ア セ ン シ ン グ メ カ
ニ ズ ム を 利 用 し た 無 線 LAN通 信 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 最 近 イ ン タ ー ネ ッ ト の 普 及 と マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ の 急 増 に よ っ て 超 高 速 通 信 網 に 対 す
る 需 要 が 増 え て い る 。 そ の 中 、 LANは 1980年 代 後 半 か ら 導 入 さ れ 、 初 期 に 1-4Mbps程 度 だ っ
た 送 信 量 が 、 現 在 で は 100Mbpsの 高 速 の イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） が 一 般 的 に 使 わ れ 、 最
近 で は ギ ガ ビ ッ ト (Gigabit)の イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） に 対 す る 研 究 が 活 発 に 進 ん で い
る 。 一 方 、 線 な し で も ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 し て 通 信 し よ う と す る 試 み は 無 線 LAN(Wireless
 Local Area Network)に 対 す る 研 究 開 発 を 促 進 し 、 そ の 結 果 最 近 に は 無 線 LANの 普 及 が ま
す ま す 広 が っ て い る 。 無 線 LANは 有 線 LANに 比 べ て デ ー タ 送 信 率 と 安 全 性 な ど で 性 能 が 落 ち
る が 、 線 な し で も ネ ッ ト ワ ー ク が 構 成 で き る し 、 移 動 性 が 良 い と い う な ど の 長 所 を 持 っ て
い る 。 そ の た め 、 無 線 LANの 市 場 は ま す ま す 大 き く な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 デ ー タ 送 信 量 の 増 加 に 対 す る 要 求 と 無 線 送 信 技 術 の 発 達 に よ っ て 、 初 期 1-2Mbpsで あ っ
た IEEE802.11規 格 を 向 上 さ せ 、 802.11b、 802.11aの よ う な 規 格 を 定 め た 。 特 に 、 NIIバ ン
ド の 5GHz帯 域 で 6-54Mbpsの 送 信 率 を 持 つ 802.11aは OFDMを 送 信 技 術 と し て 使 用 し 、 OFDM送
信 と 5GHz帯 域 の 使 用 に 対 す る 関 心 の 増 加 に よ っ て 他 の 無 線 LAN規 格 よ り 脚 光 を 浴 び て い る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 最 近 KT（ 登 録 商 標 ） (KT corp.)は ネ ス パ ッ ト (NESPOT（ 登 録 商 標 ） )と 言 う 無 線 LANを 利
用 し た 無 線 イ ン タ ー ネ ッ ト サ ー ビ ス を 商 用 化 し て サ ー ビ ス し て い る 。 ネ ス パ ッ ト は IEEE80
2.11bあ る い は ワ イ フ ァ イ (Wi-Fi)の 標 準 に よ る 無 線 LANを 利 用 し て イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用
で き る よ う に す る サ ー ビ ス を 言 う 。 無 線 デ ー タ 通 信 シ ス テ ム の た め に 現 在 標 準 化 が 完 成 さ
れ た 技 術 ま た は 研 究 中 の 技 術 と し て 、 3G(3 generation)通 信 と も 呼 ば れ る WCDMA(Wide Cod
e Division Multiple Access)、 IEEE802.11x、 ブ ル ー ト ゥ ー ス (Bluetooth)、 IEEE 802.15
.3な ど が あ る 。 そ の 中 で 、 現 在 安 い 価 格 で 無 線 デ ー タ 通 信 が で き て 一 番 広 が っ て い る 規 格
は IEEE802.11xに 属 す る IEEE 802.11bで あ る 。 IEEE802.11bの 標 準 を 充 足 さ せ る 無 線 LANは
最 大 送 信 率 11Mbpsで デ ー タ 送 信 が 可 能 で 、 2.4Ghz帯 域 、 す な わ ち 決 ま っ た 電 界 以 下 で 許 可
な し に 使 え る ISM(Industrial、 Scientific、 Medical)帯 域 を 使 っ て い る 。 最 近 に は 5Ghz帯
域 で 直 交 周 波 数 分 割 多 重 化 (Orthogonal Frequency Division Multiplexing; 以 下 、 ‘ OFD
M’ と い い )方 式 を 使 っ て 最 大 54Mbpsの デ ー タ 送 信 が 可 能 な IEEE802.11aを 採 用 し た 無 線 LAN
の 普 及 が 増 え て い る し 、 IEEE802.11nで の MIMO(Multiple Input Multiple Output)送 信 方
式 に 対 す る 論 議 が 活 発 に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 現 在 、 一 般 的 に 使 わ れ て い る イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） や 無 線 LANは す べ て キ ャ リ ア セ
ン シ ン グ マ ル チ プ ル ア ク セ ス (Carrier Sensing Multiple Access; 以 下 、 ‘ CSMA’ と い う
)方 式 を 使 う 。 CSMA方 式 は チ ャ ン ネ ル が 使 用 さ れ て い る か ど う か を 検 査 し 、 チ ャ ン ネ ル が
使 わ れ て い な け れ ば (idle)送 信 し 、 そ う で は な け れ ば 一 定 時 間 を 引 き 延 ば し た 後 、 再 び 送
信 を 試 み る 方 式 を 言 う 。 現 在 、 CSMA方 式 を 改 良 し た CSMA/CD(Carrier Sensing Multiple A
ccess with Collision Detection)方 式 は 有 線 LANで 使 わ れ て い て 、 CSMA/CA(Carrier Sens
ing Multiple Access with Collision Avoidance)方 式 は パ ッ ケ ー ジ 方 式 の 無 線 デ ー タ 通
信 に 使 わ れ て い る 。 CSMA/CA方 式 で は 、 ス テ ー シ ョ ン は チ ャ ン ネ ル が 空 き に な る 場 合 で も
す ぐ に デ ー タ を 送 る の で は な く 、 一 定 時 間 を 待 っ て か ら ラ ン ダ ム バ ッ ク オ フ し た 後 に 信 号
を 送 信 し て 信 号 の 衝 突 を 避 け る 。 も し 送 信 中 の 信 号 の 衝 突 が 生 じ た 場 合 に は 、 ラ ン ダ ム バ
ッ ク オ フ 時 間 を 倍 単 位 で 増 加 さ せ て 衝 突 可 能 性 を さ ら に 低 く す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う に 以 前 使 わ れ て い た CSMA/CA方 式 を 採 用 す る 無 線 LAN通 信 は SISO(Single Input 
Single Output)方 式 を 使 っ て い る 。 す な わ ち 、 ス テ ー シ ョ ン は 無 線 媒 体 で 送 信 さ れ る デ ー
タ を 一 つ の ア ン テ ナ を 通 じ て 受 信 し 、 一 つ の ア ン テ ナ を 通 じ て 無 線 媒 体 で デ ー タ を 送 る 。
し か し 、 最 近 に は 高 速 デ ー タ 送 信 の た め 、 MIMO(Multiple Input Multiple Output)方 式 の
無 線 通 信 に 対 す る 研 究 が 進 ん で い る 。 MIMOス テ ー シ ョ ン は SISOス テ ー シ ョ ン と は 違 っ て 、
違 う 経 路 を 持 つ 複 数 の デ ー タ を 複 数 の ア ン テ ナ を 通 じ て 無 線 媒 体 で 送 り 、 他 の ス テ ー シ ョ
ン か ら 送 っ て き た 無 線 媒 体 を 通 じ て 送 信 さ れ る 違 う 経 路 を 持 つ 複 数 の デ ー タ を 複 数 の ア ン
テ ナ を 通 じ て 受 信 す る 。 し た が っ て 、 MIMOス テ ー シ ョ ン は SISOス テ ー シ ョ ン よ り 高 い デ ー
タ 送 信 率 を 持 つ こ と が で き る 。 と こ ろ が 、 MIMOス テ ー シ ョ ン と SISOス テ ー シ ョ ン が 共 存 す
る 無 線 LANで は SISOス テ ー シ ョ ン は MIMOス テ ー シ ョ ン か ら 送 信 さ れ た デ ー タ の 解 釈 が で き
な く な る 問 題 点 が 生 じ る 。 以 下 で は 、 MIMOス テ ー シ ョ ン と SISOス テ ー シ ョ ン が 混 在 さ れ た
無 線 LANで 生 じ る 問 題 点 を 、 図 1乃 至 図 3を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 1は IEEE802.11aフ レ ー ム の フ ォ ー マ ッ ト を 示 す 図 面 で あ る 。
　 IEEE802.11a標 準 の フ レ ー ム は PLCPプ リ ア ン ブ ル 110と シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド 120と デ ー タ
フ ィ ー ル ド 130に 区 分 さ れ る 。
　 PLCPプ リ ア ン ブ ル 110(Physical Layer Convergence Procedure Preamble)は 現 在 の 物 理
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層 で ど ん な デ ー タ が 送 信 さ れ る か を 予 め 知 ら せ る た め に 送 ら れ る 信 号 で あ る 。 シ グ ナ ル フ
ィ ー ル ド 120は 、 PLCPプ リ ア ン ブ ル 110の 後 に 続 い て 、 基 本 変 調 方 式 (一 番 低 い デ ー タ レ ー
ト の 変 調 方 式 )で 変 調 さ れ た 一 つ の OFDMシ ン ボ ル を 持 つ 。 デ ー タ フ ィ ー ル ド 130は 基 本 変 調
方 式 と 同 等 以 上 の デ ー タ レ ー ト で 変 調 さ れ た OFDMシ ン ボ ル を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド 120は 24ビ ッ ト で 構 成 さ れ る が 、 最 初 の 4ビ ッ ト は デ ー タ フ ィ ー ル ド
130の 変 調 方 式 及 び コ ー デ ィ ン グ 率 を 知 ら せ る レ ー ト フ ィ ー ル ド 142を 構 成 す る ビ ッ ト 、 そ
の 次 の ビ ッ ト は 留 保 さ れ た ビ ッ ト 、 そ の 次 の 12ビ ッ ト は フ レ ー ム の 長 さ を 表 す 長 さ フ ィ ー
ル ド 144を 構 成 す る ビ ッ ト 、 そ の 次 の ビ ッ ト は パ リ テ ィ ー チ ェ ッ ク の た め の ビ ッ ト 、 そ の
次 の 6ビ ッ ト は テ ー ル ビ ッ ト (tail bit)で あ る 。 長 さ フ ィ ー ル ド 144は デ ー タ フ ィ ー ル ド 13
0に 内 蔵 さ れ た MACフ レ ー ム の バ イ ト 数 を 記 録 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 デ ー タ フ ィ ー ル ド 130の 最 初 の 16ビ ッ ト は サ ー ビ ス フ ィ ー ル ド を 構 成 す る ビ ッ ト だ が 、
シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド と サ ー ビ ス フ ィ ー ル ド は PLCPヘ ッ ダ ー 140を 構 成 す る 。 デ ー タ フ ィ ー
ル ド 130に は サ ー ビ ス フ ィ ー ル ド 以 外 に PSDU(PLCP Service Data Unit)と 6ビ ッ ト の テ ー ル
ビ ッ ト 及 び パ ッ ド ビ ッ ト を 含 む 。 PSDUは MACヘ ッ ダ ー と 、 MACデ ー タ フ ィ ー ル ド 及 び フ レ ー
ム の エ ラ ー を チ ェ ッ ク す る た め の FCS(Frame Check Sequence)を 含 む MACフ レ ー ム に 該 当 す
る 。 デ ー タ フ ィ ー ル ド 130は さ ま ざ ま な 変 調 方 式 と コ ー デ ィ ン グ 率 で 変 調 で き る が 、 変 調
方 式 に 対 す る 情 報 は シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド 120の レ ー ト フ ィ ー ル ド 142に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ は 無 線 LANで キ ャ リ ア セ ン シ ン グ を 示 す 図 面 で あ る 。
　 無 線 LANで は 二 つ の キ ャ リ ア セ ン シ ン グ が 支 援 さ れ る が 、 そ の 一 つ は 物 理 的 キ ャ リ ア セ
ン シ ン グ で 、 も う 一 つ は 仮 想 キ ャ リ ア セ ン シ ン グ で あ る 。 物 理 的 キ ャ リ ア セ ン シ ン グ の 構
造 は 次 の よ う で あ る 。 物 理 層 210で 受 信 さ れ る フ レ ー ム 212の 構 造 は 図 1で 見 た よ う に 、 PLC
Pプ リ ア ン ブ ル 214と シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド 216及 び デ ー タ フ ィ ー ル ド 218に 区 分 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 物 理 的 キ ャ リ ア セ ン シ ン グ は 無 線 媒 体 を 通 じ て あ る 信 号 が 受 信 さ れ て い る こ と を ス テ ー
シ ョ ン が 認 識 す る 方 式 を 言 う 。 す な わ ち 、 PLCPプ リ ア ン ブ ル が 入 っ た 瞬 間 に 物 理 層 で は MA
C220に 現 在 物 理 層 を 使 用 中 だ と い う こ と を 知 ら せ る (222:Busy信 号 )。 そ し て 、 こ の よ う な
受 信 が 終 わ る 瞬 間 に 物 理 層 の 使 用 が 終 わ っ た こ と を MAC220に 知 ら せ る (228:idle信 号 )。 一
方 、 物 理 的 キ ャ リ ア セ ン シ ン グ は シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド 216に 含 ま れ た 長 さ フ ィ ー ル ド を 解
釈 し て で も で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 仮 想 キ ャ リ ア セ ン シ ン グ は デ ー タ 部 分 が 含 む MACフ レ ー ム 内 部 に DURATION値 (NAV値 )で 保
存 さ れ る 一 定 時 間 間 隔 値 を MAC220が 読 み 込 ん で 、 MAC220で こ の 期 間 中 に は 媒 体 が 使 用 中 だ
と い う こ と に 認 識 す る 方 式 を 言 う 。 ス テ ー シ ョ ン は デ ー タ フ ィ ー ル ド 218を 正 常 に 受 信 し
、 MACフ レ ー ム を 得 た 後 、 NAV(Network Allocation Vector)値 を 読 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 3は 以 前 の MIMOス テ ー シ ョ ン と SISOス テ ー シ ョ ン が 共 存 す る 無 線 LANの 競 争 区 間 (conte
ntion period)の フ レ ー ム 送 信 の 形 を 示 す 図 面 で あ る 。
　 ４ つ の ス テ ー シ ョ ン の 中 で 3つ の ス テ ー シ ョ ン は MIMOス テ ー シ ョ ン で あ り 、 一 つ の ス テ
ー シ ョ ン は SISOス テ ー シ ョ ン で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 各 ス テ ー シ ョ ン は フ レ ー ム が 無 線 チ ャ ン ネ ル で 送 信 さ れ る 間 に は 、 チ ャ ン ネ ル を 通 じ て
の フ レ ー ム 送 信 が で き な く な る (物 理 的 キ ャ リ ア セ ン シ ン グ )。 競 争 モ ー ド (contention mo
de)で は チ ャ ン ネ ル が 空 き 状 態 で も ス テ ー シ ョ ン は す ぐ フ レ ー ム を 送 る こ と が で き な く て
、 分 散 フ レ ー ム 間 間 隔 (Distributed Inter-Frame Space; 以 下 、 ‘ DIFS’ と す る )の 時 間
が 過 ぎ て 、 ラ ン ダ ム な 時 間 の 間 の バ ッ ク オ フ が 終 わ っ た 後 、 フ レ ー ム を 送 る 機 会 を 持 つ 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 3で は 、 MIMOス テ ー シ ョ ン 1が チ ャ ン ネ ル 競 争 を 通 じ て デ ー タ を 送 る 機 会 を 得 て 、 MIMO
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ス テ ー シ ョ ン 2に デ ー タ フ レ ー ム を 送 る 場 合 を 示 し て い る 。 す な わ ち 、 MIMOス テ ー シ ョ ン 1
が MIMOス テ ー シ ョ ン 2に 送 る デ ー タ フ レ ー ム は MIMOフ レ ー ム で あ る た め 、 MIMOス テ ー シ ョ
ン 3は 受 信 で き る が 、 SISOス テ ー シ ョ ン は 受 信 で き な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 デ ー タ フ レ ー ム を 受 信 し た MIMOス テ ー シ ョ ン 2は 短 い フ レ ー ム 間 間 隔 (Short Inter-Fram
e Space; 以 下 、 ‘ SIFS’ と す る )の 時 間 が 過 ぎ た 後 に 受 信 し た デ ー タ フ レ ー ム に 対 す る AC
Kフ レ ー ム を MIMOス テ ー シ ョ ン 1に 送 る 。 DIFSよ り 短 い SIFSが 過 ぎ た 直 後 に ACKフ レ ー ム が
送 信 さ れ る の で 、 他 の ス テ ー シ ョ ン は ACKフ レ ー ム の 送 信 が 終 わ る ま で に は デ ー タ を 送 る
機 会 を 持 つ こ と が で き な い 。 ACKフ レ ー ム も MIMOフ レ ー ム で あ る こ と か ら MIMOス テ ー シ ョ
ン 1と MIMOス テ ー シ ョ ン 3は 受 信 で き る が 、 SISOス テ ー シ ョ ン は 受 信 で き な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 デ ー タ フ レ ー ム を 正 常 に 受 信 し た MIMOス テ ー シ ョ ン は 仮 想 キ ャ リ ア セ ン シ ン グ を 通 じ て
NAVの 設 定 が で き る 。 し た が っ て 、 MIMOス テ ー シ ョ ン は ACKフ レ ー ム の 送 信 が 終 わ る と 、 DI
FS及 び バ ッ ク オ フ 時 間 310が 過 ぎ れ ば 、 次 の デ ー タ フ レ ー ム を 送 る 機 会 を 持 つ こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 、 SISOス テ ー シ ョ ン は デ ー タ フ レ ー ム の 受 信 が で き な い の で 、 仮 想 キ ャ リ ア セ ン シ
ン グ が で き な く な る 。 す な わ ち 、 SISOス テ ー シ ョ ン は デ ー タ フ レ ー ム の 衝 突 が 起 き た と 認
識 す る 。 こ の 場 合 、 SISOス テ ー シ ョ ン は 物 理 的 キ ャ リ ア セ ン シ ン グ が 終 わ っ た 後 、 SIFS時
間 と 一 番 低 い デ ー タ レ ー ト の ACKフ レ ー ム を 送 信 る 時 間 及 び DIFSを 加 え た 時 間 が 拡 張 さ れ
た フ レ ー ム 間 間 隔 (Extended Inter-Frame Space; 以 下 、 ‘ EIFS’ と す る )と バ ッ ク オ フ 時
間 (320)が 過 ぎ た 後 に デ ー タ フ レ ー ム を 送 る 機 会 を 持 つ 。 要 す る に 、 MIMOス テ ー シ ョ ン と S
ISOス テ ー シ ョ ン が 同 時 に 存 在 す る 環 境 で SISOス テ ー シ ョ ン は EIFSと い う 長 い 時 間 を 待 た
な け れ ば な ら な い の で 、 DIFSと い う 時 間 を 待 つ MIMOス テ ー シ ョ ン よ り チ ャ ン ネ ル 競 争 で 不
利 に な る 。 結 果 的 に 新 し い MIMOス テ ー シ ョ ン に よ っ て 既 存 の SISOス テ ー シ ョ ン が 不 利 益 を
受 け る 。 し た が っ て 、 MIMOス テ ー シ ョ ン と SISOス テ ー シ ョ ン が 共 存 す る 際 、 SISOス テ ー シ
ョ ン に 不 利 益 に な ら な い 方 策 が 必 要 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ０ ８ ７ ８ ５ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は 前 記 問 題 点 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 向 上 し た キ ャ リ ア セ ン シ ン グ 方 法 を
利 用 し た 無 線 LAN通 信 方 法 及 び 通 信 装 置 を 提 供 す る と こ ろ に 目 的 が あ る 。
　 本 発 明 の 目 的 は 、 前 記 で 言 及 さ れ た も の で あ る が 、 言 及 し な か っ た さ ら に 他 の 目 的 は 下
の 記 載 か ら 当 業 者 に 明 確 に 理 解 で き る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 無 線 LAN通 信 方 法 は 、 受 信 ス テ ー シ
ョ ン が MIMOフ レ ー ム を 受 信 す る 段 階 と 、 前 記 受 信 ス テ ー シ ョ ン が 前 記 受 信 さ れ た MIMOフ レ
ー ム に エ ラ ー が 存 在 す る か ど う か を チ ェ ッ ク す る と 共 に 受 信 者 を チ ェ ッ ク す る 段 階 と 、 前
記 受 信 さ れ た MIMOフ レ ー ム に エ ラ ー が な く て 、 受 信 者 が 自 分 の 場 合 に 前 記 受 信 ス テ ー シ ョ
ン が SISO ACKフ レ ー ム を 生 成 す る 段 階 と 、 前 記 SISO ACKフ レ ー ム を 前 記 MIMOフ レ ー ム を 送
っ た 送 信 ス テ ー シ ョ ン に 送 る 段 階 と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 無 線 LAN通 信 方 法 は 、 送
信 ス テ ー シ ョ ン が MIMOフ レ ー ム を 生 成 す る 段 階 と 、 前 記 送 信 ス テ ー シ ョ ン が 前 記 生 成 さ れ
た MIMOフ レ ー ム を 受 信 ス テ ー シ ョ ン に 送 る 段 階 と 、 前 記 MIMOフ レ ー ム に 応 答 し て 前 記 受 信
ス テ ー シ ョ ン が 送 っ た SISO ACKフ レ ー ム を 受 信 す る 段 階 と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 無 線 LAN通 信 方 法 は 、 送
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信 ス テ ー シ ョ ン が MACフ レ ー ム に 対 す る フ レ ー ム の 送 信 方 式 を 選 択 す る 段 階 と 、 前 記 送 信
ス テ ー シ ョ ン が 、 前 記 送 信 方 式 が MIMOの 場 合 に 前 記 MACフ レ ー ム か ら MIMOフ レ ー ム を 生 成
し 、 前 記 送 信 方 式 が SISOの 場 合 に 前 記 MACフ レ ー ム か ら SISOフ レ ー ム を 生 成 す る 段 階 と 、
前 記 送 信 ス テ ー シ ョ ン が 前 記 選 択 さ れ た 送 信 方 式 に よ っ て 生 成 さ れ た フ レ ー ム を 送 る 段 階
と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る ス テ ー シ ョ ン は 、 無 線 媒 体 を
通 じ て 送 信 さ れ る MIMOフ レ ー ム を 受 信 し て 前 記 受 信 さ れ た MIMOフ レ ー ム か ら MACフ レ ー ム
を 得 る 物 理 層 と 、 前 記 MACフ レ ー ム に エ ラ ー が 存 在 す る か ど う か を チ ェ ッ ク す る と 共 に 受
信 者 を チ ェ ッ ク し て 、 エ ラ ー が な く 、 受 信 者 が 自 分 の 場 合 に 前 記 MACフ レ ー ム に 対 す る ACK
フ レ ー ム を 生 成 し て 前 記 物 理 層 に 提 供 す る MACと 、 を 含 み 、 前 記 物 理 層 は 前 記 ACKフ レ ー ム
か ら SISO ACKフ レ ー ム を 生 成 し て 前 記 無 線 媒 体 を 通 じ て 送 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る ス テ ー シ ョ ン は 、 MACフ
レ ー ム を 生 成 し て 前 記 生 成 さ れ た MACフ レ ー ム の 送 信 方 式 を 選 択 す る MACと 、 前 記 選 択 さ れ
た 送 信 方 式 に よ っ て 前 記 MACフ レ ー ム か ら MIMOフ レ ー ム ま た は SISOフ レ ー ム を 生 成 し 、 前
記 生 成 さ れ た MIMOフ レ ー ム ま た は SISOフ レ ー ム を 無 線 媒 体 で 送 る 物 理 層 と 、 を 含 む 。
　 そ の 他 の 実 施 例 の 具 体 的 な 事 項 は 詳 細 な 説 明 及 び 図 面 に 含 ま れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に よ る と 、 SISO ACKフ レ ー ム を 使 う た め 、 MIMOス テ ー シ ョ ン と SISOス テ
ー シ ョ ン が 混 在 さ れ る 無 線 LANを 構 成 す る 際 、 SISOス テ ー シ ョ ン に 不 利 益 に な ら な い 。 ま
た 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る と 、 MIMOフ レ ー ム の 二 つ の PLCPプ リ ア ン ブ ル の 間 に シ グ ナ ル フ
ィ ー ル ド が 存 在 す る た め 、 既 存 SISOス テ ー シ ョ ン も シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド で 物 理 的 キ ャ リ ア
セ ン シ ン グ の た め の 情 報 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 利 点 及 び 特 徴 、 並 び に こ れ ら を 達 成 す る 方 法 は 、 添 付 さ れ る 図 面 と 共 に 詳 細 に
後 述 さ れ る 実 施 例 を 参 照 す る こ と に よ り 明 ら か に な る 。 し か し 、 本 発 明 は 以 下 の 実 施 例 に
限 定 さ れ る も の で は な く 、 互 い に 違 う 多 様 な 形 態 に 具 現 で き 、 但 し 、 本 実 施 例 は 本 発 明 の
開 示 を 完 全 に し 、 当 業 者 に 発 明 の 範 囲 を 完 全 に 知 ら せ る た め に 提 供 さ れ る も の で あ り 、 本
発 明 は 特 許 請 求 項 の 範 囲 に よ っ て の み 定 義 さ れ る 。 明 細 書 全 体 に わ た っ て 同 一 参 照 符 号 は
同 一 構 成 要 素 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 添 付 さ れ る 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 例 を 詳 し く 説 明 す る 。 以 下 で は
、 MIMOス テ ー シ ョ ン が 2入 力 及 び 2出 力 を 有 す る 場 合 を 基 準 に 説 明 す る 。 し か し 、 こ れ は 例
示 的 な こ と で 、 2入 力 及 び 1出 力 、 1入 力 及 び 2出 力 、 3入 力 及 び 3出 力 、 4入 力 及 び 4出 力 の 特
性 を 持 つ MIMOス テ ー シ ョ ン に も 本 発 明 の 技 術 的 思 想 は 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 4は 本 発 明 の 実 施 例 に よ る デ ー タ フ レ ー ム と ACKフ レ ー ム の フ ォ ー マ ッ ト を 示 す 図 面 で
あ る 。
　 本 発 明 の 実 施 例 で は 物 理 的 キ ャ リ ア セ ン シ ン グ を 助 け る た め に MIMOデ ー タ フ レ ー ム 構 造
を 提 案 し 、 仮 想 キ ャ リ ア ン セ ン シ ン グ の た め に MIMOデ ー タ フ レ ー ム を 受 信 し た 場 合 に も SI
SO ACKフ レ ー ム を 使 う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま ず 、 デ ー タ フ レ ー ム の 構 造 を 見 る 。
　 デ ー タ フ レ ー ム は 第 1PLCPプ リ ア ン ブ ル 410と シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド 420と 第 2PLCPプ リ ア ン
ブ ル 450と デ ー タ フ ィ ー ル ド 430を 含 み 、 補 充 シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド 460も さ ら に 含 め る 。 デ
ー タ フ ィ ー ル ド 430で 第 1ア ン テ ナ を 通 じ て 受 信 さ れ る OFDMシ ン ボ ル と 第 2ア ン テ ナ を 通 じ
て 受 信 さ れ る OFDMシ ン ボ ル は 同 時 に 存 在 す る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 1PLCPプ リ ア ン ブ ル 410は 受 信 ス テ ー シ ョ ン の ア ン テ ナ 1と の 同 期 化 の た め の 信 号 (sign
al for synchronizing with antenna 1)で あ り 、 第 2PLCPプ リ ア ン ブ ル 450は 受 信 ス テ ー シ
ョ ン の ア ン テ ナ 2と の 同 期 化 の た め の 信 号 (signal for synchronizing with antenna 2)で
あ る 。 本 実 施 例 に よ る デ ー タ フ レ ー ム で 第 1PLCPプ リ ア ン ブ ル 410に シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド 42
0が す ぐ 後 に 続 く 。 デ ー タ フ レ ー ム の 第 1PLCPプ リ ア ン ブ ル 410と シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド 420は
、 図 1で 説 明 し た 以 前 の デ ー タ フ レ ー ム の PLCPプ リ ア ン ブ ル 110と シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド 120
と 同 じ 構 造 を 持 つ 。 し た が っ て 、 SISOス テ ー シ ョ ン で あ っ て も シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド 420に
含 ま れ た 情 報 、 例 え ば デ ー タ レ ー ト や フ レ ー ム の 長 さ に 対 す る 情 報 を 得 る こ と が で き る 。
フ レ ー ム の 長 さ は シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド の 後 に 続 く 信 号 、 す な わ ち 第 2PLCPプ リ ア ン ブ ル 450
と 補 充 シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド 460及 び デ ー タ フ ィ ー ル ド 430の 長 さ に 対 す る 情 報 を バ イ ト に 換
算 し た 値 を 含 む 。 す な わ ち 、 ス テ ー シ ョ ン は フ レ ー ム の 長 さ を デ ー タ レ ー ト で 分 け た 値 で
、 シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド 460の 後 に 続 く 信 号 の 持 続 時 間 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 例 え ば 、 デ ー タ レ ー ト が 108Mbps(一 つ の ア ン テ ナ 当 り 54Mbps)で 、 第 2PLCPプ リ ア ン ブ ル
の 長 さ が 8μ ｓ で あ り 、 補 充 シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド は 0バ イ ト で 、 デ ー タ フ ィ ー ル ド に 含 ま れ
た デ ー タ が nバ イ ト だ と す る と 、 フ レ ー ム の 長 さ は 次 の よ う に 計 算 で き る 。 OFDMシ ン ボ ル
当 り 4μ ｓ が 必 要 な の で 、 第 2PLCPプ リ ア ン ブ ル は 2つ の OFDMシ ン ボ ル に 該 当 す る 。 108Mbps
の デ ー タ レ ー ト で OFDMシ ン ボ ル 当 り 216× 2バ イ ト の デ ー タ を 送 る こ と が で き る の で 、 第 2P
LCPプ リ ア ン ブ ル は 432バ イ ト に 該 当 す る 。 だ か ら 、 長 さ フ ィ ー ル ド に は n+432が 記 録 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 デ ー タ レ ー ト が 12Mbps(一 つ の ア ン テ ナ 当 り 6Mbps)で 、 第 2PLCPプ リ ア ン ブ ル の 長 さ が 8
μ ｓ で あ り 、 補 充 シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド は 0バ イ ト で 、 デ ー タ フ ィ ー ル ド に 含 ま れ た デ ー タ
が nバ イ ト の 場 合 に フ レ ー ム の 長 さ は 次 の よ う に 計 算 で き る 。 OFDMシ ン ボ ル 当 り 4μ ｓ が 必
要 な の で 、 第 2PLCPプ リ ア ン ブ ル は 2つ の OFDMシ ン ボ ル に 該 当 す る 。 12Mbpsの デ ー タ レ ー ト
で OFDMシ ン ボ ル 当 り 24× 2バ イ ト の デ ー タ を 送 る こ と が で き る の で 、 第 2PLCPプ リ ア ン ブ ル
は 48バ イ ト に 該 当 す る 。 だ か ら 、 長 さ フ ィ ー ル ド に は n+48が 記 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 例 に よ る と 、 た と え MIMOフ レ ー ム が ま と も に 受 信 で き な く て も 、 SISOス テ ー シ ョ
ン は デ ー タ レ ー ト や フ レ ー ム の 長 さ に 対 す る 情 報 を 得 る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 SISO
ス テ ー シ ョ ン も 電 力 レ ベ ル に よ る 物 理 的 キ ャ リ ア セ ン シ ン グ だ け で は な く 、 フ レ ー ム の 長
さ に 対 す る 情 報 を 通 じ て も 物 理 的 キ ャ リ ア セ ン シ ン グ が で き る よ う に な る 。 し た が っ て 、
本 実 施 例 に よ る と 、 ス テ ー シ ョ ン は 以 前 よ り 效 果 的 に CCA(Clear Channel Assessment)メ
カ ニ ズ ム の 遂 行 が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 ACKフ レ ー ム の 構 造 を 見 る 。
　 IEEE802.11標 準 ス ペ ッ ク に よ る と 、 ACKフ レ ー ム ま た は CTSフ レ ー ム と 同 じ 直 前 の フ レ ー
ム と 等 し い レ ー ト で 送 ら な け れ ば な ら な い と 規 定 し て い る 。 し た が っ て 、 ス テ ー シ ョ ン が
MIMOフ レ ー ム を 受 信 す れ ば 、 MIMO ACKフ レ ー ム を 送 ら な け れ ば な ら な い 。 と こ ろ が 、 こ の
場 合 に MIMO ACKフ レ ー ム の 受 信 が で き な い SISOス テ ー シ ョ ン に 不 利 益 が 発 生 す る 可 能 性 が
あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 実 施 例 で す べ て の ス テ ー シ ョ ン は 受 信 さ れ た フ レ ー ム が MIMO
フ レ ー ム だ と し て も SISO ACKフ レ ー ム を 送 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ACKフ レ ー ム の 構 造 は 既 存 SISO フ レ ー ム と 同 様 に PLCPプ リ ア ン ブ ル 412と シ グ ナ ル フ ィ
ー ル ド 422を 含 む 。 ま た 、 IEEE802.11e標 準 ス ペ ッ ク に よ る ブ ロ ッ ク ACKフ レ ー ム の 場 合 に
は デ ー タ フ ィ ー ル ド 432を さ ら に 含 む こ と が で き る 。
　 ス テ ー シ ョ ン が 受 信 さ れ た フ レ ー ム の 種 類 に 関 わ ら ず SISO ACKフ レ ー ム を 送 る 場 合 、 無
線 LANの 動 作 に 対 し て は 図 5を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 図 5を 参 照 す る と 、 4つ の ス テ ー シ ョ ン の 中 で 3つ の ス テ ー シ ョ ン は MIMOス テ ー シ ョ ン で
あ り 、 一 つ の ス テ ー シ ョ ン は SISOス テ ー シ ョ ン で あ る 。
　 MIMOス テ ー シ ョ ン 1が チ ャ ン ネ ル 競 争 を 通 じ て デ ー タ を 送 る 機 会 を 得 て 、 MIMOス テ ー シ
ョ ン 2に デ ー タ フ レ ー ム を 送 る 。 MIMOス テ ー シ ョ ン 1が MIMOス テ ー シ ョ ン 2に 送 る デ ー タ フ
レ ー ム は MIMOフ レ ー ム で あ る た め 、 MIMOス テ ー シ ョ ン 3は 受 信 で き る が 、 SISOス テ ー シ ョ
ン は 受 信 で き な い 。 し か し 、 以 前 と は 違 っ て SISOス テ ー シ ョ ン は デ ー タ フ レ ー ム の シ グ ナ
ル フ ィ ー ル ド か ら 物 理 的 キ ャ リ ア セ ン シ ン グ の た め の デ ー タ レ ー ト 及 び フ レ ー ム の 長 さ 情
報 を 得 る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 SISOス テ ー シ ョ ン の 物 理 的 キ ャ リ ア セ ン シ ン グ は 以
前 よ り う ま く 遂 行 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 デ ー タ フ レ ー ム を 受 信 し た MIMOス テ ー シ ョ ン 2は SIFS時 間 が 過 ぎ た 後 に 受 信 し た デ ー タ
フ レ ー ム に 対 す る ACKフ レ ー ム を MIMOス テ ー シ ョ ン 1に 送 る 。 ACKフ レ ー ム は 以 前 の 場 合 と
は 違 っ て SISOフ レ ー ム で あ る た め 、 MIMOス テ ー シ ョ ン 1と MIMOス テ ー シ ョ ン 3だ け で は な く
、 SISOス テ ー シ ョ ン も 受 信 で き る 。 MIMOス テ ー シ ョ ン 3は 受 信 し た デ ー タ フ レ ー ム か ら MAC
フ レ ー ム を 得 て 仮 想 キ ャ リ ア セ ン シ ン グ し 、 NAV520の 設 定 が で き る 。 SISOス テ ー シ ョ ン も
受 信 し た ACKフ レ ー ム か ら MACフ レ ー ム を 得 て 仮 想 キ ャ リ ア セ ン シ ン グ し 、 NAV530の 設 定 が
で き る 。
　 し た が っ て 、 MIMOス テ ー シ ョ ン と SISOス テ ー シ ョ ン は す べ て ACKフ レ ー ム の 送 信 が 終 わ
っ た 後 、 DIFS及 び バ ッ ク オ フ 時 間 510が 過 ぎ て か ら フ レ ー ム を 送 る 機 会 を 持 つ こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 下 、 ス テ ー シ ョ ン の 動 作 と キ ャ リ ア セ ン シ ン グ に 対 し て 説 明 す る 。
　 図 6は 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 送 信 ス テ ー シ ョ ン の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
　 デ ー タ を 送 信 し よ う と す る ス テ ー シ ョ ン の MACは 上 位 層 で デ ー タ を 受 け る (S610)。 そ れ
か ら ス テ ー シ ョ ン の MACは 上 位 層 で 受 け た デ ー タ に MACヘ ッ ダ ー と FCSを 付 け て MACフ レ ー ム
を 生 成 す る (S620)。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ス テ ー シ ョ ン の 物 理 層 は MACフ レ ー ム を 受 け て 2つ の PLCPプ リ ア ン ブ ル を 持 つ デ ー タ フ レ
ー ム を 生 成 す る (S630)。 デ ー タ フ レ ー ム が 生 成 さ れ る と 、 ス テ ー シ ョ ン は デ ー タ フ レ ー ム
を 無 線 媒 体 で 送 る (S640)。
　 デ ー タ フ レ ー ム を 送 っ た 後 、 ス テ ー シ ョ ン は 一 定 時 間 の 間 ACKフ レ ー ム が 受 信 さ れ る か
ど う か を 判 断 す る (S650)。 ス テ ー シ ョ ン が ACKフ レ ー ム を 受 信 す る と 、 デ ー タ 送 信 が 終 わ
る 。 し か し 、 ACKフ レ ー ム が 受 信 で き な か っ た 場 合 、 ス テ ー シ ョ ン は デ ー タ 送 信 に エ ラ ー
が あ る と 判 断 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 デ ー タ 送 信 に エ ラ ー が あ る 場 合 、 ス テ ー シ ョ ン は バ ッ ク オ フ の た め の 競 争 ウ ィ ン ド ウ の
サ イ ズ を 倍 に し て 競 争 し 、 フ レ ー ム を ま た 無 線 媒 体 で 送 る (S660)。 そ れ か ら 、 ACKフ レ ー
ム が 受 信 し た か ど う か を 判 断 し て (S650)、 ス テ ー シ ョ ン が ACKフ レ ー ム を 受 信 す る と デ ー
タ 送 信 は 終 わ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 7は 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 受 信 ス テ ー シ ョ ン の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
　 ス テ ー シ ョ ン は 第 1PLCPプ リ ア ン ブ ル を 検 出 す る (S710)。 第 1PLCPプ リ ア ン ブ ル を 検 出 し
た ス テ ー シ ョ ン は デ ー タ フ レ ー ム が 受 信 さ れ て い る こ と を 分 か る よ う に な る 。
　 第 1PLCPプ リ ア ン ブ ル を 検 出 し て 第 1ア ン テ ナ が 同 期 化 (synchronize)さ れ る と 、 ス テ ー
シ ョ ン は シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド を 受 信 す る (S720)。 シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド に は デ ー タ レ ー ト と
長 さ に 関 す る 情 報 が 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ れ か ら 、 ス テ ー シ ョ ン は 受 信 さ れ た デ ー タ フ レ ー ム が MIMOフ レ ー ム な の か を 判 断 す る
(S730)。 MIMOフ レ ー ム が 受 信 さ れ た 場 合 、 ス テ ー シ ョ ン は 第 2PLCPプ リ ア ン ブ ル を 検 出 す
る (S740)。 第 2PLCPプ リ ア ン ブ ル が 検 出 さ れ れ ば 、 第 2ア ン テ ナ が 同 期 化 で き る 。 受 信 さ れ
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た デ ー タ フ レ ー ム が MIMOフ レ ー ム で は な い 場 合 に は 第 2PLCPプ リ ア ン ブ ル 検 出 過 程 は 省 略
さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ス テ ー シ ョ ン は PLCPプ リ ア ン ブ ル を 通 じ て 同 期 化 す る と 、 デ ー タ フ ィ ー ル ド で MACフ レ
ー ム を 抽 出 す る (S750)。 ス テ ー シ ョ ン は MACフ レ ー ム の FCSか ら 受 信 さ れ た フ レ ー ム に エ ラ
ー が な い か ど う か を チ ェ ッ ク し 、 MACフ レ ー ム の MACヘ ッ ダ ー か ら 受 信 者 が 自 分 な の か を チ
ェ ッ ク す る (S760)。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 フ レ ー ム に エ ラ ー が な く て 受 信 者 が 自 分 の 場 合 、 ス テ ー シ ョ ン は 受 信 さ れ た デ ー タ フ レ
ー ム に 応 答 し て 1つ の PLCPプ リ ア ン ブ ル を 持 つ ACKフ レ ー ム を 生 成 し (S770)、 生 成 さ れ た AC
Kフ レ ー ム を 無 線 媒 体 を 通 じ て 送 る (S780)。
　 一 方 、 エ ラ ー が あ る フ レ ー ム や 受 信 者 が 自 分 で は な い 場 合 に は ス テ ー シ ョ ン は フ レ ー ム
を 捨 て る (S790)
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 8は 本 発 明 の 実 施 例 に よ る SISOス テ ー シ ョ ン の キ ャ リ ア セ ン シ ン グ 過 程 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
　 ま ず デ ー タ フ レ ー ム が 無 線 媒 体 を 通 じ て 送 信 さ さ る と 、 ス テ ー シ ョ ン は 第 1PLCPプ リ ア
ン ブ ル を 検 出 す る (S810)。 第 1PLCPプ リ ア ン ブ ル を 検 出 し た ス テ ー シ ョ ン は シ グ ナ ル フ ィ
ー ル ド を 受 信 す る (S820)。 ス テ ー シ ョ ン は シ グ ナ ル フ ィ ー ル ド を 解 釈 し て デ ー タ レ ー ト と
フ レ ー ム の 長 さ に 対 す る 情 報 を 得 り 、 物 理 的 キ ャ リ ア ン セ ン シ ン グ を す る (830)。 と こ ろ
が 、 ス テ ー シ ョ ン は MACフ レ ー ム を 得 る こ と は で き な い た め 、 仮 想 キ ャ リ ア セ ン シ ン グ の
た め の NAV設 定 は で き な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 デ ー タ フ レ ー ム の 送 信 が 終 わ っ た 後 、 ACKフ レ ー ム が 送 信 さ れ る と 、 ス テ ー シ ョ ン は ACK
フ レ ー ム を 受 信 す る (S840)。 本 発 明 の 実 施 例 に よ る ACKフ レ ー ム は SISOフ レ ー ム で あ る た
め 、 す べ て の ス テ ー シ ョ ン が 受 信 で き る 。 し た が っ て 、 ス テ ー シ ョ ン は 受 信 さ れ た ACKフ
レ ー ム か ら MACフ レ ー ム を 抽 出 す る (S850)。 MACフ レ ー ム を 抽 出 し て か ら ス テ ー シ ョ ン は MA
Cヘ ッ ダ ー の DURATIONフ ィ ー ル ド か ら NAV設 定 の た め の 情 報 を 得 て NAV設 定 を す る (S880)。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 9は 本 発 明 の 実 施 例 に よ る MIMOス テ ー シ ョ ン の 構 造 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
　 ス テ ー シ ョ ン は 物 理 層 910と MAC920と 上 位 層 930と を 含 む 。
　 物 理 層 910は SISO PLCPモ ジ ュ ー ル 912と MIMO PLCPモ ジ ュ ー ル 916と MIMOコ ー デ ッ ク 914及
び 無 線 送 受 信 モ ジ ュ ー ル 918と を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 送 信 過 程 で SISO PLCPモ ジ ュ ー ル 912は 以 前 と 同 様 に MAC920で MACフ レ ー ム を 受 け て PLCP
プ リ ア ン ブ ル と 必 要 な 付 加 情 報 を 含 ん で SISOフ レ ー ム を 生 成 す る 。 受 信 過 程 で SISO PLCP
モ ジ ュ ー ル 912は 無 線 送 受 信 モ ジ ュ ー ル 918を 通 じ て 受 信 さ れ た SISOフ レ ー ム で PLCPヘ ッ ダ
ー を 取 り 除 い て 得 た MACフ レ ー ム を MAC920に 伝 達 す る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 送 信 過 程 で MIMO PLCPモ ジ ュ ー ル 916は MIMOコ ー デ ッ ク 914で MACフ レ ー ム を コ ー デ ィ ン グ
し て 得 た MIMOデ ー タ に 第 1及 び 第 2PLCPプ リ ア ン ブ ル と 必 要 な 付 加 情 報 を 含 ん で MIMOフ レ ー
ム を 生 成 す る 。 受 信 過 程 で MIMO PLCPモ ジ ュ ー ル 916は 無 線 送 受 信 モ ジ ュ ー ル 918を 通 じ て
受 信 さ れ た MIMOフ レ ー ム で PLCPヘ ッ ダ ー を 取 り 除 い て 得 た MIMOデ ー タ を MIMOコ ー デ ッ ク 91
4に 提 供 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 送 信 過 程 で MIMOコ ー デ ッ ク 914は MAC920か ら 受 け た MACフ レ ー ム を コ ー デ ィ ン グ し て MIMO
デ ー タ を 得 て 、 そ れ を MIMOPLCPモ ジ ュ ー ル 916に 提 供 す る 。 受 信 過 程 で MIMOコ ー デ ッ ク 914
は MIMO PLCPモ ジ ュ ー ル 916か ら MIMOデ ー タ を 受 け て MAC920に 提 供 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 送 信 過 程 で 無 線 送 受 信 モ ジ ュ ー ル 918は SISOフ レ ー ム ま た は MIMOフ レ ー ム を 受 け て 無 線
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媒 体 で 送 る 。 受 信 過 程 で 無 線 送 受 信 モ ジ ュ ー ル 918は SISOフ レ ー ム ま た は MIMOフ レ ー ム を
受 信 し 、 SISO PLCPモ ジ ュ ー ル 912ま た は MIMO PLCPモ ジ ュ ー ル 916に 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 MAC920は MACフ レ ー ム 生 成 モ ジ ュ ー ル 924と MACフ レ ー ム 解 釈 モ ジ ュ ー ル 926と ACKフ レ ー
ム 生 成 モ ジ ュ ー ル 922と を 含 む 。
　 送 信 過 程 で MACフ レ ー ム 生 成 モ ジ ュ ー ル 924は 上 位 層 930で 受 け た デ ー タ に MACヘ ッ ダ ー と
FCSを 付 け て MAC フ レ ー ム を 生 成 す る 。 生 成 さ れ た MACフ レ ー ム は 物 理 層 (910)に 伝 達 さ れ
る 。 ス テ ー シ ョ ン が MIMOフ レ ー ム で デ ー タ を 送 る 場 合 、 MACフ レ ー ム は MIMO コ ー デ ッ ク 91
4に 伝 達 さ れ 、 SISOフ レ ー ム に デ ー タ を 送 る 場 合 に は MACフ レ ー ム は SISO PLCPモ ジ ュ ー ル 9
12に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 受 信 過 程 で MACフ レ ー ム 解 釈 モ ジ ュ ー ル 926は 物 理 層 910で MACフ レ ー ム を 受 け 、 MACフ レ
ー ム の FCSを 利 用 し て MACフ レ ー ム の エ ラ ー が 存 在 す る か ど う か を 判 断 す る 。 MACフ レ ー ム
解 釈 モ ジ ュ ー ル 926は MACフ レ ー ム に エ ラ ー が あ る 場 合 に MACフ レ ー ム を 廃 棄 し 、 MACフ レ ー
ム に エ ラ ー が な い 場 合 に は MACフ レ ー ム の ヘ ッ ダ ー を 利 用 し て 受 信 者 が 自 分 で あ る か ど う
か を 判 断 す る 。 受 信 者 が 自 分 の 場 合 に MACフ レ ー ム 解 釈 モ ジ ュ ー ル 926は MACヘ ッ ダ ー と FCS
を 取 り 除 い た MACフ レ ー ム (MSDU)を 上 位 層 930に 伝 達 す る 。 MACフ レ ー ム 解 釈 モ ジ ュ ー ル 926
は 受 信 者 が 自 分 で は な い 場 合 に MACフ レ ー ム を 廃 棄 す る 。
　 ACKフ レ ー ム 生 成 モ ジ ュ ー ル 922は MACフ レ ー ム に エ ラ ー が な く て 受 信 者 が 自 分 の 場 合 、 A
CKフ レ ー ム を 生 成 す る (922)。 生 成 さ れ た ACKフ レ ー ム は SISO PLCPモ ジ ュ ー ル 912に 伝 達 さ
れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 10は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る MIMOス テ ー シ ョ ン の 構 造 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 ス
テ ー シ ョ ン は 物 理 層 1010と MAC1020と 上 位 層 1030と を 含 む 。
　 物 理 層 1010は SISO PLCPモ ジ ュ ー ル 1012と MIMO PLCPモ ジ ュ ー ル 1016と MIMOコ ー デ ッ ク 10
14及 び 無 線 送 受 信 モ ジ ュ ー ル 1018と を 含 む 。 各 モ ジ ュ ー ル に 対 す る 動 作 は 図 9の 該 当 モ ジ
ュ ー ル の 動 作 を 参 照 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 MAC1020は MACフ レ ー ム 生 成 モ ジ ュ ー ル 1024と MACフ レ ー ム 解 釈 モ ジ ュ ー ル 1026と ACKフ レ
ー ム 生 成 モ ジ ュ ー ル 1022及 び 選 択 モ ジ ュ ー ル 1028と を 含 む 。 MACフ レ ー ム 生 成 モ ジ ュ ー ル 1
024と MACフ レ ー ム 解 釈 モ ジ ュ ー ル 1026と ACKフ レ ー ム 生 成 モ ジ ュ ー ル 1022の 動 作 は 図 9の 該
当 モ ジ ュ ー ル の 動 作 を 参 照 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 選 択 モ ジ ュ ー ル 1028は MACフ レ ー ム 生 成 モ ジ ュ ー ル 1024で 生 成 さ れ た MACフ レ ー ム を MIMO
方 式 で 送 る か 、 そ れ と も SISO方 式 で 送 る か を 選 択 す る 。 通 常 、 MACフ レ ー ム の 長 さ が 長 い
場 合 に は MIMO方 式 が 有 利 で あ り 、 MACフ レ ー ム の 長 さ が 短 い 場 合 に は SISO方 式 が デ ー タ 送
信 に 有 利 で あ る 。 な ぜ な ら ば 、 デ ー タ を MIMO方 式 で 送 る 際 に は SISO方 式 で 送 る 際 に 比 べ て
二 倍 の デ ー タ レ ー ト を 持 つ こ と が で き る が 、 PLCPプ リ ア ン ブ ル な ど の オ ー バ ー ヘ ッ ド が も
っ と 発 生 す る た め で あ る 。 一 方 、 選 択 モ ジ ュ ー ル 1028は ブ ロ ー ド キ ャ ス ト あ る い は マ ル チ
キ ャ ス ト で 送 る フ レ ー ム や 制 御 フ レ ー ム ま た は 管 理 フ レ ー ム の 場 合 に は SISO方 式 で 送 る よ
う に 決 め る こ と が で き る 。 そ れ は ブ ロ ー ド キ ャ ス ト あ る い は マ ル チ キ ャ ス ト で 送 る フ レ ー
ム は 複 数 の ス テ ー シ ョ ン が 受 信 で き る べ き で あ る た め で 、 制 御 フ レ ー ム ま た は 管 理 フ レ ー
ム は 一 般 デ ー タ フ レ ー ム よ り 重 要 だ か ら で あ る 。
　 MIMOフ レ ー ム で デ ー タ を 送 る よ う に 決 ま っ た 場 合 、 MACフ レ ー ム は MIMOコ ー デ ッ ク 1014
に 伝 達 さ れ 、 SISOフ レ ー ム で デ ー タ を 送 る よ う に 決 ま っ た 場 合 に MACフ レ ー ム は SISO PLCP
モ ジ ュ ー ル 1012に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ れ ま で の 説 明 で 、 “ モ ジ ュ ー ル (module)” と い う 用 語 は ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 要 素 (softw
are component)ま た は FPGA(field-programmable gate array)ま た は ASIC(application-sp
ecific integrated circuit)の よ う な ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 要 素 (hardware component)を 意 味
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し 、 モ ジ ュ ー ル は あ る 役 割 を 遂 行 す る 。 と こ ろ が 、 モ ジ ュ ー ル は ソ フ ト ウ ェ ア ま た は ハ ー
ド ウ ェ ア に 限 ら れ る 意 味 で は な い 。 モ ジ ュ ー ル は ア ド レ シ ン グ (addressing)で き る 保 存 媒
体 に あ る よ う に も 構 成 で き る し 、 一 つ ま た は そ れ 以 上 の プ ロ セ ッ サ を 実 行 さ せ る よ う に も
構 成 で き る 。 し た が っ て 、 一 例 と し て モ ジ ュ ー ル は ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 要 素 、 客 体 指 向 ソ フ
ト ウ ェ ア 構 成 要 素 、 ク ラ ス (class)構 成 要 素 及 び タ ス ク (task)構 成 要 素 の よ う な 構 成 要 素
と 、 プ ロ セ ス (processes)、 関 数 (functions)、 属 性  (properties)、 プ ロ シ ー ジ ャ (proced
ures)、 サ ブ ル ー チ ン (sub-routines)、 プ ロ グ ラ ム コ ー ド (program code)の セ グ メ ン ト (se
gments)、 ド ラ イ バ ー (drivers)、 フ ァ ー ム ウ エ ア (firmwares)、 マ イ ク ロ コ ー ド (micro-co
des)、 回 路 (circuits)、 デ ー タ (data)、 デ ー タ ベ ー ス (databases)、 デ ー タ 構 造 (data str
uctures)、 テ ー ブ ル (tables)、 ア レ イ (arrays)及 び 変 数 (variables)を 含 む 。 構 成 要 素 と
モ ジ ュ ー ル の 中 で 提 供 さ れ る 機 能 は よ り 小 さ な 数 の 構 成 要 素 及 び モ ジ ュ ー ル で 結 合 さ れ た
り 、 追 加 的 な 構 成 要 素 と モ ジ ュ ー ル で よ り 分 離 で き た り す る 。 だ け で な く 、 構 成 要 素 及 び
モ ジ ュ ー ル は 通 信 シ ス テ ム 内 の 一 つ ま た は そ れ 以 上 の コ ン ピ ュ ー タ ー を 実 行 さ せ る よ う に
具 現 で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 に よ る 無 線 LAN通 信 方 法 及 び 通 信 装 置 を 添 付 さ れ た 図 面 を 参 照 し て 説 明 し
た が 、 本 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 の 当 業 者 な ら ば 本 発 明 の 技 術 的 思 想 を 離 脱 し な い 範 囲 内 で
い ろ い ろ な 置 換 、 変 形 及 び 変 更 が 可 能 で あ り 、 本 発 明 は 、 前 述 し た 実 施 例 及 び 添 付 さ れ た
図 面 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 図 １ 】 IEEE802.11a標 準 に よ る フ レ ー ム の フ ォ ー マ ッ ト を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ２ 】 無 線 LANで キ ャ リ ア セ ン シ ン グ を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の MIMOス テ ー シ ョ ン と SISOス テ ー シ ョ ン が 共 存 す る 無 線 LANの 競 争 区 間 で の
フ レ ー ム 送 信 の 形 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る デ ー タ フ レ ー ム と ACKフ レ ー ム の フ ォ ー マ ッ ト を 示 す 図 面
で あ る 。
【 図 ５ 】 MIMOス テ ー シ ョ ン と SISOス テ ー シ ョ ン が 共 存 す る 無 線 LANの 競 争 区 間 で の 本 発 明
の 実 施 例 に よ る フ レ ー ム 送 信 の 形 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 送 信 ス テ ー シ ョ ン の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 受 信 ス テ ー シ ョ ン の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る SISOス テ ー シ ョ ン の キ ャ リ ア セ ン シ ン グ 過 程 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る MIMOス テ ー シ ョ ン の 構 造 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る MIMOス テ ー シ ョ ン の 構 造 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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